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2 Ⅳ412 以下、カントの著作からの引用はアカデミー版を使用し、巻数をローマ数字、頁    
数をアラビア数字で示す。 
3 Ⅳ446-447 
4 Ⅵ34-35 
5 Ⅵ35 
6 Ⅵ36 
7 Ⅵ22-23 
8 Ⅵ49 
9 Ⅳ412-413 
10 Ⅳ414 
11 Ⅴ32 
12 「純粋な意志」については『実践理性批判』においても、いくつかの場所で『基礎づけ』
における「意志」とほぼ同じ内容の規定がされている。例えば、「純粋な意志の客観的実在
性、あるいは、同じことだが、純粋な実践理性の客観的実在性はアプリオリな道徳法則に
おいて、いわば事実によって与えられている。〔中略〕しかし、意志の概念においては因果
性の概念が既に含まれている。それゆえ、純粋な意志の概念においては因果性の概念は、
自然法則によっては規定され得ないという自由を伴い、したがって、経験的な直観は純粋
な意志の実在性の証明することはできない」（Ⅴ55）、「しかし、その格率がそれ［訳注：快・
不快の感情］によって触発される意志は、ただそこにおいて純粋な理性がただ自分自身だ
けで実践的であり得るところにのみ向かう純粋な意志ではない」（Ⅴ62）。 
13 Ⅴ33 
14 例えば、Ⅳ441など。 
15 しかし、引用した部分の少し後で、カントは自律に対しても選択意志を使用しており（Ⅴ
36）、ここにおいてもカントの語法は、その規定と一致しない。 
16 Ⅴ128 
17 Cf.Ⅴ126-127 
18 Ⅵ６ 
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